
四国中央市子育て環境整備基本構想（案）に係るタウンコメントの結果について 

 

１．募集期間 令和６年 3 月 11 日（月）～令和６年 4 月 9 日（火）まで 

２．提出者数    ８名 

３．ご意見等の件数 23 件 

４．修正した件数    ０件 

５．意見の概要及び市の考え方 

（ご提出いただきましたご意見は、趣旨を損なわないよう要約または整理させて頂いております。） 

 

 

№ 意見の概要 市の考え方 
構想修正

の有無 

四国中央市子育て環境整備基本構想（案）全般に関する内容 

１ 

ボール遊びが禁止されている公園もあ

るので、高いフェンスがある公園があれ

ばいい。 

各公園の周辺状況を考慮して、

地域の理解が得られ、誰もが楽し

く遊べる場所づくりを進めていき

ます。 

無 

２ 

 遊具の整備が行き届いている公園が限

らており、遊具のメインは滑り台であ

る。特に幼児が安全に遊べる場所が限ら

れており、屋内外共に年齢に限定されな

い遊具、遊び場を整備してほしい。 

 現状の施設状況を把握し、それ

ぞれの公園の特色を考慮して、誰

もが安全に遊べる場の整備を進め

ていきます。 

無 

キッズプレイミュージアム整備編に関する内容 

３ 

キッズプレイミュージアム内に、０歳

から２歳児が遊ぶゾーンを整備してほし

い。 

 キッズプレイミュージアム整備

の内容の１基本的な機能（１）乳

幼児から高齢者までがくつろいだ

雰囲気の中、ゆっくり過ごせる空

間としており、今後、基本計画を

策定する中で検討します。 

無 

４ 

新築ではなく、既存施設の有効活用を

し、持続可能な再生を目指すべきでは。 

 民間の空き店舗や既存公共施設

のリノベーション等が想定されま

すが、利便性の向上や機能充実の

ための面積確保に苦慮すると思わ

れます。 

 建物については循環型社会に寄

与する工法を検討します。 

無 



５ 

キッズプレイミュージアム整備は是非

とも実施して欲しい。市内にあることを

切に願います。 

以前は大型商業施設内に天候に左右さ

れない遊び場があった。市が大型商業施

設の一部を借り入れて遊び場を整備し、

外部委託で運営してみてはどうか。 

 屋内の遊び場については、雨天

時の貴重なあそび場に加え、夏季

の熱中症対策等により多くのニー

ズがあると思われます。 

大型商業施設の一部借り入れに

ついては、民間事業者の意向があ

るため動向を注視する必要があり

ます。費用対効果も含め、多方面

から検討します。 

無 

６ 

芸術に重きをおいた施設を構想してい

るが、全天候型の施設で、アート体験活

動が出来れば良いと思う。 

 こども目線の様々なアートが体

験できる施設を目指します。 無 

７ 

伊予三島駅周辺に整備すれば街も活性

化すると思う。 

街の活性化に寄与すると考えら

れますが、伊予三島駅周辺では駐

車場や遊び場等の敷地面積の確保

が困難であると思われます。整備

場所については立地場所やアクセ

ス等を慎重に検討します。 

無 

８ 

建設手法は従来の分離発注方式より

PFI 方式で設計施工・運営維持管理を行

う方が良いと思う。 

PFI（Private-Finance-

Initiative）とは、民間の資金と経

営能力・技術力（ノウハウ）を活

用し、公共施設等の設計・建設・

改修・更新や維持管理・運営を行

う公共事業の手法ですが、今後ス

ケジュール、コスト等検証を行う

予定としています。 

無 

９ 

キッズプレイミュージアムの名称につ

いて、基本方針②では「乳幼児から高齢

者までが楽しむ場」とあるが、「キッ

ズ」というと一般的に低学年までのイメ

ージがある。 

名称については現在仮称ですの

で、今後施設イメージに合い、親

しみやすい名称を検討します。 無 

10 

１歳と 2 歳を迎える際、「木育」をテ

ーマに市より木製のおもちゃを頂いた

が、継続して木育できる施設がないの

で、キッズプレイミュージアムの中で木

製おもちゃと触れ合える施設を整備して

はどうか。 

 木製おもちゃはシンプルなデザ

インが多く、想像力と五感を養う

ことから、本市では木育を推進し

ています。 

 キッズプレイミュージアム整備

の基本理念では「ワクワク」がこ

どもの生きる力を育てる。と掲げ

ていますが、木育も含めて、こど

無 



もがワクワクできる施設を目指し

ます。 

11 

「育児の環境が整えば子育てしやす

い。」の環境とは、こどもの遊ぶ場所を

作れば良いということではないと思う。 

子育てと仕事を両立して安心して育て

る環境が必要だと思う。 

 結婚・出産・子育てに関する市

民アンケート結果では、「公園の

充実が」が１位となっていること

を踏まえ、市民ニーズに合った子

育て環境の充実を図ることとして

います。 

 また「子育てと仕事を両立でき

る環境の充実」についても上位に

あることから、今後様々な施策を

検討します。 

無 

12 

魅力ある施設運営をするため、プレー

ワーカー・プレーリーダーの確保を考え

て欲しい。 

市民ニーズに合った魅力あるイ

ベントやワークショップの企画

等、専門的な人材配置等を検討し

ます。 

無 

13 

子ども若者支援センター「パレット」

のように、壁や床にクッションががあ

り、幼児が安心して利用できる場所が欲

しい。 

乳幼児から使用できる施設を目

指していますので、安全安心に遊

ぶことができる施設を計画しま

す。 

無 

【その他の内容】 

14 

 不登校の生徒が自由に通える施設を整

備して欲しい。 

四国中央市では、学校へ行きに

くい傾向のある児童・生徒を対象

に様々な体験活動や学習活動を通

して、心の安定を図りながら社会

的自立への支援を行う教育支援セ

ンターを 4 か所設置し運営してい

ます。 

無 

15 

 少子化の話になると、いつも学校統廃

合の話が出てくる。学校は地域の拠点で

あるので、統廃合は行わないでほしい。 

子どもたちが将来の社会を生き

抜くために、行政・学校・保護

者・地域が一体となり、子どもた

ちが必要な資質・能力を身につけ

ていくための体制づくりについて

議論し、整えていくことが大切で

す。 

今後、地域からの様々なご意見

をいただきながら、長期的スパン

で、学校規模の適正化を含めた学

校教育のあり方を議論し、最適な

無 



教育環境づくりを進めていきま

す。 

16 

 病児保育の受け皿が足りていないので

拡充して欲しい。 

病児・病児後保育事業について

は、第二期子ども・子育て支援事

業計画のニーズ調査から算出しま

した病児・病児後保育の量の見込

みに応じて確保しています。引き

続き、病児保育の量の見込みを把

握しながら提供体制の充実を図り

ます。 

無 

17 

急患医療センターの診療時間は 22 時

30 分までなので、それ以降の子どもの

急病の際、県外医療機関まで行ってい

る。夜間の子供の救急医療を整備して欲

しい 

四国中央市急患医療センター

は、地元医師会に所属する開業医

の医師のご協力のもと運営してい

ます。昼間はご自身で運営する医

療機関で診療した後に急患医療セ

ンターで診療いただいており、夜

間の診療時間にも限界がありま

す。 

このようななかで、県全体の取

組として「愛媛県子ども医療電話

相談（＃８０００）」や「えひめ

救急電話相談（＃７１１９）」に

より、有資格者が症状を聞き取っ

て緊急性を判断し、対応などの助

言や相談を行っています。 

さらに、新居浜市・西条市と共

同で小児二次救急の広域的な受入

体制を構築しておりますので、市

民の皆様のご理解ご協力をお願い

します。 

無 

18 

手ぶら登園で保護者の負担軽減は出来

ないですか。 

保護者の負担軽減につながると

考え、登園時に持ち物が減ること

や、おむつに名前を書く手間が省

けるなど、紙おむつのサブスクリ

プション事業のモデル実施を検討

しています。 

また、この事業が保育現場への

負担とならないよう、乳児保育所

や地域型保育所を中心に意見交換

無 



を重ね、本格実施に向けた検討を

進めていきます。 

19 

乳幼児の健康状態について、定期的に

チェックして把握することで、行政がこ

どもの健康状態を知り、対策するこが出

来ると思う。 

乳幼児期は、母子保健法に基づ

き 5 回の健康診査を実施しており

ます。乳幼児の健康状態および心

身の発育発達評価を行い、疾病や

発達上の課題等の早期発見・早期

治療（療育）につなげ、保護者が

安心して子育てができるよう努め

ております。健診結果は各種計画

にも反映し、乳幼児の健康対策に

活用します。 

無 

20 

子育て支援アプリ「しこちゅ～すくす

くナビ」は独自の付加価値を付けない

と、今後も普及しないと思う。 

令和４年 8 月から導入し、令和

５年度末の累計ユーザー数は

917 件となっております。基本

機能に加え、オプションとしてア

ンケート機能を導入し、今後は子

育てに関連した教室やイベントの

Ｗｅｂ予約機能の追加も予定して

おります。妊娠期から子育て期の

方にとって、より使いやすいサー

ビスとなるよう、ユーザーアンケ

ート等も実施し、活用方法につい

て検討します。 

無 

21 

多子世帯子育て支援事業は 5 人以上の

子どもがいなければ支給されない制度

で、対象世帯は多くないと思う。制度の

見直しが必要だと思う。 

この事業は四国中央市独自の多

子世帯応援事業ですが、今後市民

のニーズを把握しながら検討しま

す。 

無 

22 

 国はトップダウンの方法により少子化

対策の施策を行っているが解消されてい

ない。 

 四国中央市では、子どもや若者、子育

て家庭の意見を聞いて反映してほしい。 

 四国中央市では現在、少子化対

策や子育て・若者支援、また子ど

もの貧困対策等、こども施策全般

に関する「四国中央市こども計

画」の策定を検討しています。 

 その中で、ニーズ調査として児

童・保護者・市民等、約 6,000

名のアンケートを実施して意見を

聞く予定で、四国中央市のニーズ

に即した計画とすることとしてい

ます。 

無 



23 

市内には子育て支援センターがいくつ

かあるが、基幹となる支援センターがあ

れば良いと思う。 

四国中央市では６つの子育て支

援センターがあり、その中で、子

育て支援センター「すくすく」が

中心的な施設となっています。 

 ご指摘のとおり皆様に浸透して

いない点もありますので、今後は

積極的に情報発信を行い周知に努

めます。 

無 

 


